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プ

ロ
フ
ィ
ー

ル 

１
９
６
４
年
８
月
９
日 

上
志
津

生
ま
れ
、
臼
井
育
ち
。
夫
（
社
会

福
祉
法
人
経
営
）
・
息
子
２
人
（
大

学
生
）
と
新
臼
井
田
在
住
。
息
子

夫
婦
・
孫
２
人
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
在

住
）
。
東
洋
女
子
短
期
大
学
英
語

英
文
科
卒
。
在
米
女
子
柔
道
の
母

故
福
田
敬
子
先
生
（
柔
道
十
段
）

宅
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
合
格
。
同
国

に
て
神
学
校
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

政
府
開
発
援
助
シ
ン
ク
タ
ン
ク

（
財
）
国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞

IC
B

L

傘
下

地
雷
廃
絶
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

地
域
活
動 

絵
本
読
み
聞
か
せ
・

高
齢
者
施
設
慰
問
、
自
治
会
パ
ト

ロ
ー
ル
、
踊
り
の
会
他
。 

趣
味 

日
本
舞
踊
、
太
極
拳
、
ヨ
ガ
他 

 

 

与

野

党

構

造

を

持

つ

佐

倉

市

議

会 

平
成
最
後
の
統
一
地
方
選
後
、
令
和
の
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
こ
の
佐
倉
市
に
西
田
新
市
長
、 

そ
し

て
１
２
名
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
し
い
風
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
旧
態
依
然
と
し
た
佐
倉

市
議
会
を
改
革
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
い
え
、
改
革
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

宇
田
み
お
こ
は
、
私
利
私
欲
に
と
ら
わ
れ
ず
・是
々
非
々
・市
民
目
線
を
貫
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。 

 

宇
田
み
お
こ
が
会
派
「
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
ひ
ま
わ
り
会
」を
結
成
し
た
理
由 

会
派
の
規
模
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
佐
倉
市
議
会

で
は
、
最
大
会
派
が
強
い
影
響
力
を
持
ち
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
会
派
に
所
属
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
意
見

よ
り
も
会
派
の
意
見
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
佐
倉
市
議
会
は
会
派
制
で
す
が
、

佐
倉
市
議
会
提
要
に
明
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
会
派
代

表
者
会
議
申
し
合
わ
せ
事
項
に
「２
名
以
上
を
も
っ
て

構
成
し
」と
あ
る
だ
け
で
す
。 

し
か
し
現
実
に
は
会
派
に
所
属
し
な
い
と
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
議
会
改
革
推
進
員
会
等
に
所
属
で
き

ず
、
議
会
活
動
に
お
い
て
情
報
の
欠
如
や
発
言
の
場

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
れ
で
は
公
約
に

掲
げ
た
議
会
改
革
な
ど
不
可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。 

会
派
と
は
、
政
治
上
の
政
策
・
主
義
・
目
的
な
ど
を

共
有
す
る
議
員
が
集
ま
っ
た
団
体
の
こ
と
で
す
。 

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
藤
崎
議
員
と
は
、 

① 
徹
底
し
た
情
報
公
開 

② 

税
金
の
無
駄
遣
い
を
許
さ
な
い
点 

に
お
い
て
共
通
の
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。 

宇
田
み
お
こ
が
会
派
を
結
成
さ
せ
て 

頂
い
た
理
由
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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国
会
は
「
議
院
内
閣
制
」
、
一
方
佐
倉
市
議
会
は

「
二
元
代
表
制
」
、
そ
も
そ
も
仕
組
み
が
違
い
ま
す
。 

「
二
元
代
表
制
」を
と
る
佐
倉
市
議
会
は
、
市
長
と

市
議
会
議
員
を
住
民
が
選
挙
で
直
接
選
び
ま
す
。 

市
長
と
議
会
は
、
共
に
住
民
の
代
表
で
す
。
そ
れ

故
に
、
行
政
権
を
持
つ
市
長
（執
行
部
）と
立
法
権
を

持
つ
議
会
の
意
思
が
常
に
一
致
す
る
と
は
限
ら
ず
、

緊
張
関
係
が
生
じ
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
佐
倉
の
ま

ち
と
人
の
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
、
市
政
に
反
映
す

る
た
め
に
競
い
合
い
、
共
同
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
共
同
す
る
こ
と
と
は
、
い
わ
ば
、
議
会
と
市
長

（
執
行
部
）
は
、
チ
ェ
ッ
ク
＆
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら

自
治
体
運
営
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

残
念
な
こ
と
に
佐
倉
市
議
会
で
は
、
旧
態
依
然
と

し
た
与
党
野
党
の
対
立
の
構
図
が
あ
る
と
身
を
も
っ

て
感
じ
ま
し
た
。
会
派
の
規
模
が
大
き
な
意
味
を
持

つ
佐
倉
市
議
会
で
は
、
最
大
会
派
さ
く
ら
会
が
強
い

影
響
力
を
持
ち
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
派
に
所

属
し
な
い
議
員
も
住
民
か
ら
選
ば
れ
た
住
民
の
代
表

で
す
。
「
二
元
代
表
制
」
は
絵
に
か
い
た
餅
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
真
の
二
元
代
表
制
が
機
能
す
る
佐
倉
市

議
会
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

佐
倉
市
議
会
会
派 

さ
く
ら
会
（９
名
）、
公
明
党
（４
名
）、
自
由
民
主

さ
く
ら
（４
名
）
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（３
名
）
、
共
産
党
（２
名
）
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ひ
ま
わ
り
会
（２
名
）、
会
派
に
属
し
な
い
議
員
（４
名
） 

 

所

属

委

員

会 

●

議

会

運

営

委

員

会 

●

建

設

常

任

委

員

会 

●

広

報

公

聴

委

員
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お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
り
が
と

う
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
事
業
に
賛
成 

こ
の
事
業
（４
５
０
万
円
）を
削
除
す
る
減
額
修
正
案
可
決 

平
成
３
０
年
度
の
敬
老
会
事
業
予
算
は
４
，
２
０
０
万
円
。

出
席
率
は
全
体
で
１
７
．
２
％
（
荒
天
の
た
め
５
会
場
で
中
止
。

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
た
１
８
会
場
全
体
の
出
席
率
２
４
．

３
％
）
。
出
席
者
一
人
当
た
り
の
経
費
は
、
１
０
，
７
８
８
円
で

あ
っ
た
。
今
年
４
月
の
こ
う
ほ
う
佐
倉
で
敬
老
会
事
業
の
今
後

の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
「従
来
の
一
律
開
催
が
困
難
な
地
域
は
、

サ
ロ
ン
活
動
や
ふ
れ
あ
い
事
業
、
支
え
合
い
事
業
を
充
実
さ
せ

る
。
一
方
、
弥
富
・
和
田
地
区
な
ど
特
段
の
配
慮
を
必
要
と
す

る
地
区
は
従
来
通
り
の
開
催
な
ど
、
各
地
区
の
実
態
に
あ
っ

た
、
高
齢
者
に
望
ま
れ
、
高
齢
者
に
喜
ば
れ
る
形
で
実
施
で
き

る
よ
う
に
検
討
す
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
従
来
の

敬
老
会
に
代
わ
る
２
つ
の
新
規
事
業
が
高
齢
者
福
祉
課
か
ら

提
案
さ
れ
た
。
①
高
齢
者
見
守
り
事
業
（１
，
０
７
５
．
４
万
円
）

は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
が
主
な
目
的
。 

②
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
事
業
（
４
５
０
万
円
）
は
、
敬
老
の
精
神
を
子
ど
も
た

ち
と
共
に
育
み
・
継
承
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
る
。 

少
子
化
・
高
齢
化
が
他
市
よ
り
も
進
む
佐
倉
市
で
は
、
従
来

の
よ
う
な
一
律
開
催
の
高
額
な
予
算
を
か
け
て
の
お
楽
し
み
会

か
ら
、
高
齢
者
を
見
守
り
、
互
い
に
支
え
合
う
事
業
等
へ
シ
フ
ト

す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
前
年
度
ま
で
の
敬
老
会
事
業
予
算 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

宇
田
み
お
こ 

一
般
質
問
内
容 

佐
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

本
会
議
録
画
配
信
中 

１
．
経
常
経
費
の
削
減 

 

（
１
）
行
財
政
改
革
・
行
政
コ
ス
ト
削

減
Ｑ
．
宇
田 

＊
経
常
収
支
比
率 

平
成
２
８
年
度
９
３
．
７
％
、

平
成
２
９
年
度
９
８
．
３
％
。
経
常
的
経
費
の
削
減
は
必
須
。
削

減
の
具
体
策
は
？
市
長
報
酬
削
減
は
？
Ａ
．
市
長 

費
用
対
効

果
の
検
証
、
事
業
見
直
し
。
第
６
次
佐
倉
市
行
政
改
革
に
着
手
、

４
年
間
の
実
施
計
画
。
市
長
給
料
額
削
減
の
考
え
は
な
い
。 

２
．
高
齢
者
・妊
産
婦
・子
育
て
世
代
等
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実 

 

（
１
）
高
齢
者
・
妊
産
婦
・
子
育
て
世
代
等
へ
外
出
支
援

タ
ク
シ
ー
利
用
制
度
の
確
立 

Ｑ
．
宇
田 

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
交
付
は
い
つ
か
？
Ａ
．
市
長 

タ

ク
シ
ー
利
用
料
助
成
含
め
、
対
象
者
の
範
囲
、
利
用
料
金
等
関

係
機
関
で
連
携
し
検
討
。 

Ｑ
．
宇
田 

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な

け
れ
ば
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
、
妊
産
婦
、
子
育
て
世
代
へ
の

制
度
導
入
は
？
Ａ
．
市
長 

タ
ク
シ
ー
利
用
料
の
助
成
を
含
め

近
隣
自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
適
切
な
方
法
を
検
討
。
（２
）高

齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
緊
急
措
置
、
安
全
装
置
を
取
り
付
け
る
器

具
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
確
立 

Ｑ
．
宇
田 

制
度
確
立
は
？

Ａ
．
市
長 
市
独
自
に
い
ろ
い
ろ
な
考
え
で
高
齢
者
、
子
ど
も
た

ち
の
命
を
守
っ
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
．
宇
田 

急
を
要
す
る
た
め
市

長
・
議
員
報
酬
を
一
時
減
額
し
て
で
も
予
算
確
保
す
べ
き
。 

３
．
真
野
台
・染
井
野
地
区
に
隣
接
す
る
開
発
行
為
に
つ
い
て 

 
 

Ｑ
．
宇
田 

工
事
車
両
の
進
入
路
は
、
江
原
の
国
道
２
９
６
号
オ

ー
ト
バ
ッ
ク
ス
脇
。
交
通
安
全
対
策
は
？
Ａ
．
都
市
部
長 

開
発

業
者
と
交
通
安
全
対
策
協
議
書
を
締
結
。
交
通
整
理
員
の
配

置
、
近
隣
小
学
校
に
着
工
前
連
絡
、
登
下
校
時
間
帯
は
工
事
車

両
の
運
行
を
控
え
る
。 

Ｑ
．
宇
田 

工
事
完
了
後
２
６
３
戸
の

住
宅
が
建
つ
が
、
既
存
道
路
と
の
接
続
予
定
は
？
Ａ
．
都
市
部

長 
 

真
野
台
団
地
の
市
道
３-

４
８
０
号
線
と
染
井
野
２
丁
目

の
市
道
７-

１
９
５
号
線
に
接
続
を
計
画
。
Ｑ
．
宇
田 

通
学
路

が
多
い
。
工
事
完
了
後
の
安
全
対
策
は
？
Ａ
．
市
長 

児
童
の
安 
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全
を
守
る
。
事
業
者
、
地
域
の
方
々
と
考
え
て
い
く
。
Ｑ
．
宇
田 

開
発
区
域
内
の
雨
水
管
改
修
工
事
は
？
Ａ
．
上
下
水
道
管
理

者 

市
の
管
理
施
設
、
市
で
改
修
工
事
を
予
定
。
導
水
路
部
分

は
開
発
業
者
が
整
備
し
、
整
備
後
に
市
に
寄
贈
予
定
。
Ｑ
．
宇

田 

改
修
工
事
の
市
の
費
用
負
担
分
の
減
額
を
求
め
る
。 

４
．
鳥
獣
被
害
防
止
対
策 

（１
）イ
ノ
シ
シ
農
作
物
被
害
対
策

他
Ｑ
．
宇
田 

生
息
に
適
し
た
耕
作
放
棄
地
拡
大
防
止
具
体
策

は
？
Ａ
．
産
業
振
興
部
長 

草
刈
り
に
県
補
助
事
業
イ
ノ
シ
シ

棲
み
処
撲
滅
特
別
対
策
事
業
活
用
し
助
成
。
Ｑ
．
宇
田 

市
独

自
の
イ
ノ
シ
シ
用
電
気
柵
の
設
置
事
業
は
？
Ａ
．
産
業
振
興
部

長 

設
置
費
用
等
を
提
案
。
市
独
自
の
助
成
制
度
構
築
予
定
。 

５
．
ご
み
問
題 

環
境
問
題
と
し
て
の
ご
み
問
題
Ｑ
．
宇
田 

佐

倉
市
と
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？
Ａ
．
市
長
家
庭
か
ら
排

出
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収
や
適
正
処
理
の
徹
底
、
ポ

イ
捨
て
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
る
よ
う
周
知
徹
底
。 

 

注
釈
＊
残
１
．
７
％
の
み
が
、
新
規
住
民
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
財
源
。 

県
内
５
４
団
体
の
平
均
値
は
９
１
．
０
％
。
９
５
％
以
上
の
団
体

は
、
次
の
９
団
体
。
佐
倉
市
（
９
８
．
３
％
）
、
四
街
道
市
（
９
７
．

４
％
）
、
富
里
市
（
９
７
．
２
％
）
、
千
葉
市
（
９
６
．
９
％
）
、
大
網
白

里
市
（
９
６
．
９
％
）
、
鴨
川
市
（
９
６
．
６
％
）
我
孫
子
市
（
９
５
．

９
％
）、
館
山
市
（
９
５
．
８
％
）
、
八
千
代
市
（
９
５
．
６
％
）
。 

参
考
ま
で
に
、
印
西
市
は
、
（８
１
．
２
％
）で
あ
る
。 

 

建
設
常
任
委
員
会 

危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
転
換
助
成
事
業
の
改
善
を
求
め
る 

道
路
に
面
す
る
既
存
の
危
険
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

を
除
却
し
、
生
垣
や
植
栽
に
転
換
す
る
場
合
な
ど
に
補
助
を
す

る
事
業
。
地
震
時
の
二
次
的
な
都
市
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
制
度
。
主
と
し
て
、
通
学
路
に
面
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
で
、
危
険
な
状
態
で
あ
る
も
の
が
対
象
。 

 

現
在
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
等
に
関
係
な
く
上
限
金
額
は

２
０
万
円
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
に
よ
っ
て
は
、
高
額
な
費
用
の

た
め
工
事
費
用
を
捻
出
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
宇
田
み
お
こ

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
に
応
じ
て
上
限
額
を
設
定
す
る
な
ど
、

住
民
目
線
で
よ
り
使
い
や
す
い
制
度
へ
の
改
善
を
求
め
た
。 

４
，
２
０
０
万
円
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
へ

の
福
祉
予
算
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。 

以
上
の
理
由
か
ら
宇
田
み
お
こ

は
、
高
齢
者
福
祉
課
の
予
算
案
に

賛
成
し
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

の
白
紙
案
に
反
対
し
た
。 

 


